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無料「知的財産相談」の活用を‼
　当所では、高度な専門知識を必要とする相談に対し
て、専門家が毎月定例で窓口相談を行っています。
　毎月第４火曜日には、弁理士による特許、実用新案、
意匠商標等、知的財産の相談に対応しています。

【知的財産を経営に活かすメリット】
・技術力の評価に繋がり、販路拡大が図れる。
・�新しい技術・デザインを活用して、新規事業、新製
品の開発が行える。

・�知的財産を保護することによって、競争力の強化に
繋がる。

・自社の「強み」が目に見える形で認識できる。

　技術やアイディアだけでなく、ブランドやデザイン
も知的財産です。自社経営に知的財産を活かすため、
当所の専門相談をご活用ください。
　相談は無料・秘密厳守です。また、ご利用には予約
が必要となります。
　お問合せ・申込みは経営相談課まで
　　TEL 290-4411

年末調整個別相談会のご案内
当所と新潟市青色申告会では、下記の日程で
年末調整の個別相談会を実施します。（予約制）
平成28年
12月26日（月） 9：30～15：00 東区プラザ 多目的ルーム2
12月27日（火）13：30～15：00 新潟テルサ　研修室1
平成29年
１月４日（水） 9：30～15：00 クロスパル 4階403講座室
１月５日（木） 9：30～11：00 ユニゾンプラザ 小研修室2
１月５日（木）13：30～15：00 坂井輪地区公民館 講座室1
１月10日（火）13：30～15：00 北地区コミュニティセンター 講座室１
＊年末調整及び法定調書提出の留意点＊
　平成28年に支払った給与所得の給与支払報告書、報
酬、料金などの支払調書には、支払先のマイナンバー
を記載する必要があります。（平成29年１月31日まで
に提出）
　従業員のマイナンバーについては、昨年の年末調整
で既にマイナンバーの提出を受けていれば、再度取得
する必要はありません。但し、社員やパート・アルバ
イトの新規雇用や結婚・出産で扶養家族が増えた場合
には、マイナンバーの取得漏れにご注意ください。
　年末調整のお問合せ：中小企業振興部 TEL 290-4411

中小企業支援の充実に向けて
～新潟県弁護士会と連携協定を締結～

　当所は、中小企業の経営安定及び基盤強化支援の充
実を図るため、11月28日に新潟県弁護士会と連携協定
を結びました。
　今後は、相互の情報交換やセミナー講師の派遣など
を通じ、中小企業への情報提供や人材育成、事業承継
支援などを協力して行う予定です。

連携協定を結んだ福田会頭（右）と菊池県弁護士会長（左）

　新規取引先と取引を開始する際の相手先の与信管
理、既存取引先の経営状況について、当所では民間調
査機関との提携により、177万件の豊富なデータを活
用し企業情報を提供しています。
【情報内容】
◆企業の概要情報　◆民間調査機関の評点
◆�過去３年分の貸借対照表、損益計算書、財務比率等
財務情報
◆取引銀行、仕入先、販売先情報
◆業種内の全国・県内順位　等
　経済環境によって、取引先の経営状況も変化します。
定期的な与信管理に企業情報検索サービスを活用くだ
さい。情報照会料は企業情報が1,500円、その他財務
諸表ごとに1,000円の情報照会料（消費税別）となっ
ています。
　お問合せ・申込みは経営相談課まで
　　TEL 290-4411

与信管理を強力にサポート
安心取引情報提供事業
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平成27年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

平成28年
11月

 売　上 ▲14.0 ▲  6.7 ▲  8.7 ▲11.8 ▲  2.9 2.0 ▲19.4 ▲18.8 ▲21.0 ▲20.0 ▲  9.3 ▲14.1 ▲17.2
 採　算 ▲  8.6 ▲  9.6 ▲14.1 ▲16.1 ▲11.8 ▲  7.1 ▲24.7 ▲18.8 ▲24.8 ▲19.0 ▲17.5 ▲27.2 ▲14.0
 業　況 ▲19.4 ▲14.4 ▲22.8 ▲15.1 ▲14.7 ▲  8.1 ▲18.3 ▲22.8 ▲17.1 ▲28.4 ▲19.6 ▲19.6 ▲14.0
 仕入単価 ▲19.4 ▲16.4 ▲12.0 ▲14.0 ▲19.6 ▲15.2 ▲18.3 ▲24.8 ▲15.2 ▲16.8 ▲12.4 ▲13.0 ▲24.7
 従業員 15.1 21.2 19.6 19.4 16.7 17.2 10.8 18.8 9.5 16.8 12.4 14.1 19.4

【11月の概要】
　10月に比べると、従業員ＤＩはプラス幅が増加し、採算ＤＩと業況ＤＩはマイナス幅が減少したが、売
上ＤＩと仕入単価ＤＩは、マイナス幅が増加した。売上ＤＩと仕入単価ＤＩは、直近３ヵ月連続の悪化と
なり、前月比較で仕入単価ＤＩの悪化が目立っている。前月同様に建設業は公共工事の減少、小売・卸売
業でも売上不振との声が聞かれ、景況の低迷が続いている。
　先行きについては、10月に比べ、仕入単価ＤＩはマイナス幅が減少したが、売上ＤＩ、採算ＤＩ、業況ＤＩ共
にマイナス幅が増加し、従業員ＤＩもプラス幅が減少しており、先行きの不透明感がさらに強くなってきている。

建
設
業

総合建設 公共事業の発注額も減少傾向が続き、先行きの景気対策が不透明である。

塗装工事 仕事量は少ないなりに採算重視で請負っている。

製
造
業

製鉄 豪州、中国の天候要因等で、主原料コストの上昇が続いている。

石油製品 今後の原油価格と円安の影響を見極める必要がある。

卸
売
業

日用品 飲食店向けが特に悪い。量販店は横ばいとなっている。

衣料品等 産地、メーカー、一次問屋ともあいかわらず大苦戦している。

小
売
業
菓子 消費の低迷。今後の見通しは季節的要因（クリスマス、年末年始）で増加する見込である。

サ
ー
ビ
ス

飲食 顧客内容を見ると県外からのお客様が比較的増えているように感じられる反面、県内のお客様は減少している。

運輸 業界では、ドライバー不足が深刻であり、この繁忙期を乗り越えられるか心配である。

ホテル 一般宴会が対前年受注件数に届いておらず、婚礼件数の減少、少人数化による売り上げ減少が予想される。

【業界から寄せられた主なコメント】

景気動向（前年同月比）全産業DI値
30.0

20.0

10.0

0.0

▲10.0

▲20.0

▲30.0

▲40.0

▲50.0

（平成27年11月～平成28年11月）

【全産業平均DI】　※DI（景況判断指数）＝（良い割合）－（悪い割合）
　全産業の前年同月比では、10月に比べ従業員ＤＩが、5.3ポイントプラス幅が増加した。採算ＤＩは13.2ポイント、業況ＤＩは5.6ポイ
ントとそれぞれマイナス幅が減少したものの、売上ＤＩは3.1ポイント、仕入単価ＤＩは11.7ポイントとそれぞれマイナス幅が増加した。
全産業平均DI－向こう３か月間の先行き見通し

売上（受注・出荷） 採　　算 仕入単価 従業員 業　　況
10月 ▲  1.1 ▲  5.4 ▲22.8 17.4 ▲  7.6
11月 ▲  7.5 ▲15.1 ▲19.4 10.8 ▲10.8

　先行きは、仕入単価ＤＩが3.4ポイントマイナス幅が減少したものの、売上ＤＩは6.4ポイント、採算ＤＩは9.7ポイント、業
況ＤＩは3.2ポイントとそれぞれマイナス幅が増加した。従業員ＤＩは6.6ポイントプラス幅が減少した。

新潟県新潟市中央区米山２丁目５番地１

新潟　信用保証 検　索

新潟市中央区川岸町１丁目47番地１
（新潟県中小企業会館内） ☎025（267）1313

「小口零細企業保証制度」は
＜３つのメリット＞
１．保証人不要（法人代表以外）
２．原則担保不要
３．信用保証料率の割引有り

なじらね～!?
制度の概要は、ホームページへクリック！

景気の き動


